
「水ぬぐすーじさびら！2025」の開催について 

7月学長記者懇談会資料 

琉球大学博物館（風樹館） 平良 

企画概要： 水 ぬぐすーじさびら！2025」は、日本水 の日」（8月 1日）および水 の週間」（8月

1日～7日）にあわせて開催する啓発イベントです。本年は水応急 源」をテーマに、災害

時の生活用 確保という視点から、地域に根ざした湧 や井戸の役割を見つめ直し、持続

可能な 利用と防災のあり方について考える機会とします。 

島嶼地域では、大規模なダムや河川などの 資源が乏しく、地下 や湧 といった地域資

源に多くを依存しています。一方で、こうした資源の活用や保全には、地域住民の知恵や

経験、そして行政の制度的支援が欠かせません。 

本イベントでは、災害時協力井戸制度を導入した自治体の先進的な取り組みや、防災とケ

アをめぐる実践的知見を共有し、次世代に向けた地域防災のしくみを共に考えます。研究

者、自治体職員、福祉関係者、学生、市民など、分野を超えた参加者が一堂に会し、水 」

を通して支え合う地域社会の可能性を探る場とします。行政職員、 資源や防災・福祉に

関心のある市民、学生、教育関係者など、たくさんの方のご参加をお待ちしております。 

開催日：2025 年 8月 3日（日）10:00～16:00 

会 場：琉球大学研究者交流施設・50 周年記念館（※午前は会場のみ／午後はハイブリッド開催） 

主 催：琉球大学博物館（風樹館）／沖縄地域公共政策研究会すいまーるプロジェクト 

協 力：琉球大学島嶼防災研究センター／琉球大学総合技術部 

■プログラム概要

午前の部（10:00〜11:45） ※会場のみ／定員 30 名 

防災すいまーるワークショップ 

講師：照屋 孝 氏（浦添市防災危機管理課・ 環境教育ファシリテーター） 

プロジェクト WET や自然体験教育の手法をベースに、水 ×防災」をテーマとした体験型の学びを

実施。 

午後の部（13:00〜16:00）※ハイブリッド開催 

すいまーるゼミナール 



• 講演者：喜名 孝・照屋 孝 氏（浦添市防災危機管理課）

松田 博之 氏（豊見城市防災危機管理班） 

稲垣 暁 氏 （社会福祉／／RBCラジオコメンテーター/災害プラットフォームおきなわ） 

• トークセッション：

テーマ水災害時の とケア ― 誰ひとり取り残されない地域のしくみを考える」

行政、防災、福祉の立場から、災害時の 確保とケアの連携について議論 

■その他企画

• 琉球大学島嶼防災研究センターによる研究紹介パネル展示

• 琉球大学博物館水風樹館」特別開館（10:00～16:00）

■申込方法・参加費

• 参加費：500円（※大学生以下無料）

• 申込方法：イベント管理サイト Peatix よりお申し込み

https://2025mijinugusuji.peatix.com/ 

※会場参加は当日受付も可。

※オンライン参加は事前申込制。

詳細はチラシまたは Peatix イベントページをご覧ください。 

https://2025mijinugusuji.peatix.com/


【お問合せ】

【会　　場】

suimar.pj@gmail.com
琉球大学博物館（風樹館）

沖縄地域公共政策研究会すいまーるプロジェクト

琉球大学島嶼防災研究センター, 琉球大学総合技術部

　沖縄地域公共政策研究会は，琉球大学の地域公共人材養成プログラム「初級地域
公共政策士」と「地域公共政策士」の有資格者で構成される実践研究会です。
　すいまーるプロジェクトは，島しょ地域の健全な水循環と水資源に寄与する調査，研究，
啓発を行うとともに，多様なセクターとの連携や協働を通して「水のゆいまーる（共助）」
に資する地域公共政策を担うことを目的としています。 　「すいまーる」は水 (すい）と，
沖縄のことばで助け合いを意味する “ゆいまーる” を掛け合わせた造語です。

沖縄地域公共政策研究会すいまーるプロジェクト

開会のあいさつ・趣旨説明

講演

　稲垣 暁　（社会福祉士・RBCラジオコメンテーター

・災害プラットフォームおきなわ）

　松田 博之　（豊見城市総務部総務課防災危機管理班）

　喜名 孝・照屋 孝　（浦添市総務部防災危機管理課）

トークセッション

水ぬぐすーじさびら！水ぬぐすーじさびら！
2025年「水の日」祝祭へ謹んでご招待申し上げます

まじゅん
まじゅん

8月3日は

宮古島の「畑水の日」
でもあるよ！

ぱりみず

13:15 ～ 16:00 すいまーるゼミナール

13:00 ～ 13:15 幕開け 

＜午後の部＊ハイブリッド開催＞

10:00 ～ 11:45  防災すいまーるワークショップ

＜午前の部＊会場のみ（先着 30名）＞

災害時の水とケア―誰ひとり取り残されない地域のしくみを考える

講師：照屋 孝（水環境教育ファシリテーター）

質疑応答

閉会

かぎやで風・出砂節（比屋根 良直・岡 江美子）

月2025年 8 3日（日）
参加費500円
大学生以下無料！

参加申込方法（事前申込制）

キャンパスマップ

【注意事項】台風など天候によっては中止になる場合があります。

東口と北口からも

アクセスできます

水筒（マイボトル）
持参推奨！

給水機

あいび～んど～♪

琉球大学研究者交流施設・50周年記念館
（最大収容100 人）

8月 1日は日本の「水の日」、そして 1日から 7日は「水の週間」です。
今年のテーマは「応急水源」。災害時に生活用水をどう確保するか、身近な人々とどのように助け合うか、
という視点から、行政や市民のさまざまな取り組みを共有します。地域に受け継がれてきた湧水や井戸
の活用に目を向けながら、もしものときの「水」について一緒に考えてみませんか？
自然の恵みと先人の知恵に感謝をこめて, まじゅん水ぬぐすーじさびら！（一緒に水のお祝いをしましょう！）

プロジェクトWET、プロジェクトワイルド、シェアリング

ネイチャーなど、自然体験教育の手法をベースに、「水」と

「防災」をテーマとした体験型ワークショップを開催します !

楽しく学びながら、

もしものときの“応急水源”

について考えてみよう！

P

南口

会 場 北
口
へ

東口へ

参加費

※参加費は、島しょ地域の“応急水源” 整備・ 運用のための 活動支援に役立てます。

※Peatix（ピーティックス）から受付完了メールが届かない場合は、

迷惑フォルダをご確認の上【お問合せ】メールにご連絡ください。

※当日は「イベント視聴ページに移動」からアクセスしてください。

※Peatix（ピーティックス）からお申込みできない方は【お問合せ】

メールにご連絡ください。

500円
イベント管理サイトPeatix（ピーティックス）より

「チケットを申し込む」ボタンからお手続きください。

【共　　催】

【協　　力】

琉球大学島嶼防災研究センター

の研究紹介パネル

を展示するよ！

展示室や学校ビオトープ見本園で

水辺の生き物を探してみよう！

「風樹館」特別開館！
10:00～16:00

みじみじ








